
冬 期にお け る北部印度洋 の プ ラン ク トン

と海域別 の特性 につ いて
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   A Study on the Plankton and its Regional 

Characteristics of the North Indian Ocean in Winter

                  by 

Tomomitu  TOYOSIMA, Hirosi HONDA & Haruhiko  IRIE

1. Plankton community of the North Indian Ocean in winter  1958-'59, in general, was 

 composed from oceanic forms, both temperate and tropical. Regionally, in the Bengal 

 Bay the neritic temperate forms, and in the Middle Inian Ocean the oceanic tropical 

 ones were rather dominant respectively, both mentioned above being mixed in the 

 Arabian Sea. 

2. From the results of  cell measurement of dominant 7 species, we found that Diatoms 

 of this region are smaller, in general, compared with those of other regions. 

3. Quantitatively, we found the largest volume in the Bengal Bay.
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2　材　料　及　び　方　法

　1958年ll，月から1959年2月に亘って，隔日の操業点で海況を観測し，開放ネット＊5による50’》Omのプラ

ンクトンの垂直採集（約1．5m／see）を行なった．採集した材料は直ちに固定し，帰国後あらためて一度か

くはんした後一昼夜放置し，上澄液を捨てた沈澱を50ccに稀釈し，その0．lcc内の種別個体数を計測した．

又当海域冬期におけるプランクトンの形態的特性を検討するため各st．に共通して出現した7種，即ち

Chaetoceros　coarctatus，　C．　Pervianus，　Rhizosolenia　alata，　R．　acuminata，　R．　styliformis，

R．bergonii及びR．　hebetataノ．　semispina，等について形態測定を行なった・

　海況については，毎日午前9時頃プランクトン採集と同時に観測を実施した．尚海況分析の目的で水温の

水平及び鉛直の両分布図を作ったが，観測点の設定が組織的でないためアラビヤ海域及び印度洋中央海域の

2区域にまとめ，又鉛直分布はNNW’》SSEの直線上に集めて参考とした．

5　考 察

A　プランクトン

　（1）組　　　成

　全域を通じて組成及び出現頻度を見ると（Table　l、，植物性では珪藻類24属64種の他にTrichodesmium

sP．が相当量出現し，動物性では23種の帯鞭虫類を含む原生動物工3属33種の他に，擁脚類（naupliusを含

む），裂脚類，多毛類，被裏類等が出現した．概観的にみて，各st．に共通に出現したものはPlanletoniella

sol，　Rlei20solenia　alata，　R．　styliformis，　R，　calcar－avis，　R．　hebetata　f．　semisPina，　Chaetoceros

Pervianus及びC．　coarctatus，等で，これらの種を含めて出現種の67％が外洋性で，　Chaetoceros

deciPiens，　Thalassionema　nitzschioides，　Thalassiothrix　longissima，　Ceratium　macroceros，　C．

bucePhalum及びC．　fusus等温帯北部に普通見られるわずか6種を除き，他はすべて温帯南部から熱帯に

見られる暖海種であった。

　次に今調査全海域をマラッカ海峡口のst．1及びビルマ沿海のst．2をベンガル東海域，インド東岸の

st．3及びst．4をベンガル西海域，アラビヤ海に面したsts．12．13．14．15．16．18．19及び20をア

＊5　口径30：網」ヨ××13
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ラビや海域，又q。以南のstsS．6．7．8．9．10及びllを中央海域の四区域に大別し，区域別にその出現傾

向を考察してみた．

　ベンガル東海域は他海域に比して出現種数が多い上に，特に出現個体数が著しく多く，この海域に見られた

ものは・Bacteriatrum　sp・・Chaetoceros　deversus，　Thalassiothrix　frauenfeldi．i及びSleeletonema

costatumで，全般的にChaetoceros属及びBacteriastrum属が多かった．これに対しベンガル西海域

は東海域に次いで出現種数・個体数が多く，東海域に比して幾分暖海外洋種の混合が見られたが，出現種類

及び個体数の多い点で東海域に類似していた。両海域共通の種類としては，Chaetoceros　lorenxianus，　C．

diciPiens・Thalassionema　nit2schioides，　Hemiaulus　hauckii，　Lauderia　borealis，　Nit2schia

seriata及びRhigosolenia　stolterfothii等であったが，これはこの海域が沿岸に近接した浅海域である

ことによるものであろう．

　次にアラビヤ海域及び中央海域は大部分が外洋種即ちChaetoceros　Pervianus，　Thalassiothrix

longissima，・Rhi20solenia　alata，　R．　hebetata　f．　semispina，　R．　calcar－avis，．Planktonie〃sol，

Ceratium　Pulchelum及びC．　massiliensis等の熱帯，亜熱帯外洋種で，何れもその個体数の多少にかか

わらず出現した・更にアラビヤ海域と中央部海域との間には著しい差異はなく，巨視的には類似した出現傾

向を示し，わずかにHemiaulUS　membranacus，　Eucampia　cornuta及びRhizosolenia　bergonii等

がアラビヤ海域のみに，又AsterolamPra　sp．等が中央海域のみにそれぞれかたよって出現し，又アラビ

ヤ海域に温帯沿岸種が，中央海域には熱帯，亜熱帯外洋種がそれぞれやや優占をしめした．

　各st・に亘って最も出現率の多い7種について測定を行ない考察を試みた．尚測定試料は出現量の関係か

ら必ずしも一定ではないが，大体同数に近い個体数を取扱った．測定結果の比較対象となる標準値は，E．　C．

C・JPP及び小久保3）によった．

　a）　Chaetoceros　coarctatus．　（Fig．2＆3。）

　標準細胞巾は30’》44μ（E．c．　cuPP）又は33～40μ（小久保）であるが，著者等の測定結果は22～45μ（32．3

±6・2μ）で・標準値に比べてやや小さく，又細胞巾と殻高との比は標準値では3：1～3：2（Cupp）又は1：1’》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ユ：2・3（小久保）であるが，本測定では1：1’》1：2．3で小久保と同一結果を得た．

　b）　Chaetoceros　Pervianecs．（Figs．2＆3．）

　標準細胞巾はユ6～32μ（CuPP）又はユ○’》30μ（小久保）であるが，本測定ではユ5～32μ（23．2±4．6μ）で，

CUPPの標準値に近い値を得た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　又細胞巾と殻高との比は1：6～ユ：1（CuPP）であるが，本測定では1：0．58～1：1．5（平均1：1）で，標準値に比

べ細胞巾に対する殻高が小であった’．

　c）　Rhigosolenia　ala　ta（Fig．4一（1）．）

　測定結果から細胞巾を二三に分けると，78％が5《’15μ（10．8±6．7μ），22％が17’》50μ（3！．2±8・4μ）で｝
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Fig．’2　Diameter　of　Diatom　cell　at　each　station
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Fig・．　5　Relation　between　diameter　and　height　of　Diatom　cell
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Fig．　4　Frequency　distribution　of　diameter

　　　of　Diatom　cell

　　　（1一）　！lhi20solenia　alata　〈Range：6p）
　　　（2）　1～．　　　　　　　　　　3ちylifor〃zis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Range：2．SIL）

　　　（3）　R．　hebetata　f．　semisPina（Range：IIL）

　　　（4）　R．　aeuminata　（Range：6ica）
　　　（5）　R．　’　bergonii　（Range：5，ca）

前者はRhizosolenia　alata，又後者はR．　alata

ア．indica，である。　R．　alataの細胞巾は本測定

では5～15μで，標準値に比してやや狭小値が含

まれる．又R．alata　f．　indicaは本測定では

17　・v56paで，ほぼこれに近かった．

　d）　Rhi20solenia　styliformis，　（Fig．4一（2）．）

　細胞巾はユ5～37μで，特に18～20μが圧倒的に

多く全体の36％をしめた（23．2±8．5μ）。即ち標

準値20’》70μ（Cupp）又はIOOpa未満　（小久保）に

比して狭小の巾をもつものが多かった。

　e）　Rhi20solenia　hebetatd　f．　semispina

　　　（Fig．　4一（3）・）

　標準値5～12μ（Cupp、に対し本測定では6r》14μ

（ll．2±4．2μ）．で，これとほぼ近似値：を得た．

　f）　Rhi20solenia　acuminata，　（Fig．　4一（4）．）

　細胞巾の範囲が狭く，しかも各巾にほぼ均等に

分布していた・即ち標準値は165・v172pa　（CupP）又

は35’》225μ（小久保）であるが本測定では102N

152μ（l19．8±29．5μ）で，・全体の50％が120～130μ

であった．

　g）　Rhi20solenia　bergonii，　（Fig．　4一（5）．）

　標準値は22～70μ（Cupp）又はユ00μ未満（小

久保）であるが，測定結果では21～67μ（31．6±

7．65）でほぼ一致した。ただし24～35μが全体の

90％をしめ，狭い範囲に偏っている．

　以上計測値について述べたが，概括的に見て計

測されたDiatom　7種については，従来報告さ

れているものに比べて狭小のものが多くを占め，

細胞巾と殻高との比はChaetoceros　coarctatus

が従来報告された値に近似値をしめし，C．　Per－

vianUSでは細胞巾：殻高が1：1という正方形に‘

近い形態が多かった．
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Table　2　Standard　diameter　and　height　of　Diatom　cell，　（＠）

Plankton　specieg

Chaetoceros　coarctatus

Chaetoceプ。ερ〃のゴα〃％s

Rhi20solenia　alata

Rhi20solenia　styliformis

Rhi20solenia　acuminata

Rhi20solenia　bergonii

R房9。∫。1θ痂α1伽∫．’ 奄獅чﾁ

R庸・3・1θ伽励θ’α’α∫．sθ廊伽a

Cell　diameter
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　（3）量的変化（Fig．5，　Table　3）

　量的変動傾向を観察するため，各st．の試料に

ついて個体数算定と容量測定とを行なった．即ち

洛st．の試料を50ccに稀釈し，その0ユcc中に出

現する細抱数を計数したもので，各st．について

｛難撫縷灘謹l

l）同一st．の試料の細胞数と沈澱量との比は必

　ずしも一様ではなかっ！Cが，大体の傾向として

　は沈澱量の大きいものは細胞数も多い。

2）st．Lst．2及びst．3が他のs＃．に比し

　て細胞数，沈澱量ともに大で，特にst．1及

　びst．2は著しかった．この原因は前述と同

　様のものと推定した・

B　海　　　況

　須田4）は当海域の冬期の海流について気候風海

流が5。一N附近を東から西に流れs．．・アラビヤ海で

反転し，0。～5。S附近を東に赤道流となって流

れ，更に5。S’》10。　S附近を西た反赤道流が流れ

るとしているが，本観測の結果では，st．1，

st．2，　st．3及びst．4等のベンガル湾内の各

st．では陸水と地形の影響を，アラビヤ海域及び

洋中央海域の各st．では冬期環流の影響をうけ
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Table　5　Volume　（V）　and　number　〈N）　of　planktnn

st．

N

v

1

3808

2

2307

3　14 5

：L80　工QO　　43

6

62

7

80

］El．41　7．oli　4．ol　3．ol　！．71　1．gl　2．2
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8

IOI

3．4

9
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O．9

IO
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3．0
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1．2

工2
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2．1

13　i　14
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3S
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17
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2．4
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フ1
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工9

53

1．8

20

39

1．4

ているものと思われる．，

　次に水温分布から区域別に海況の特徴について考察すると，

イ）アラビヤ・中央海域

　Omでは北東海域が低温，南西海域が高温をしめしたが，50m以深では反対に北東海域が高温，南西海域

が低温であった．

　全般的にみて，st．工8附近では南西に等温線が突出し，0。線では西から東にむかう突出と20。S’一50S附近

の北西にむからて突出する等温線とが大きく交錯している。後者は水深の増加とともに南西寄りから北西寄

りにその突出方向が変化している・

　全般的にみた大きな傾向としては，アラビヤ海域は流向の変化，上昇下降の変化が著しく複雑であるのに

比し，中央海域は外洋性を帯びた緩やかな変化が見られた．

ロ）ベンガル湾海域

　東部・西部両海域共に一月及び位置から同一方法によって結果を求める事が不可能であったあで主にst．3

及びst・4から水温変化をみると，概して単調な傾向をしめしたが，50mと75mの水温差が極端に大きく水

深とともに激減した．
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Fig．　6　lsotherms　at　each　depth　in　Arabian　Sea　and　Middle　lndian　Ocean



1)当 海 域 全 般 の 出現 種 は,珪 藻 類24属64種,藍 藻 類Trichodesmium　 sp.,　 原 生 動 物13属33種,そ の 他橈

脚 類,裂 脚 類,多 毛 類 及 び被襄 類 等 で あ った.

2)当 海 域 の 出現 種 は主 に温 熱 帯 外 洋種 で あ る が,ベ ンガル 湾 に面 したst.で は 温 帯 沿 岸種 が,ア ラ ビヤ海

に面 したst.で は温 熱 帯 沿 岸 種 と外 洋 種 とが 混合 し,O°-OO'以 南 の 印度 洋 中央 海 域 で は 熱 帯外 洋種 が 主 で

あ っ た.

3)当 海域 で特 定 の7種 に つ い て 形 態 測 定 を 行 っ た 結 果 に よ る と,全 般 的 に他 の 海 域 に 比 し 小 型 の もの が

多 く,細 胞 巾 と殻 高 と の比 は,Chaetoceros　 coarctatus,で は1．75:1,C.Pervianus,で は1:1で あ っ

た.

4)プ ラ ンク トン沈 澱 量 は,ベ ンガ ル海 域 が 多 く,特 にst.1が 著 し く多 か った。

5)当 海 域 全般 に共 通 に 出 現 した もの は,Thalassionema nitzschioides,Thalassiothrix frauenfeldii,

Lauderia borealis, Chaetoceros deversus, C.affinis, C.laciniosus, Nitzschia seriata 及

び Skeletonema costatum 等 で あ った 。又 Asterolampra sp.は 中央 部 海 域 に Hemiaulus membra-

nacus,Eucampia cornuta 及 び Rhizosolenia bergonii 等 は ア ラ ビヤ海 域 に著 しか った ．
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6、水産講習所：　浮游生物検索図説第2冊（鞭藻類）附図（1924）

7）鶴田・佐藤・早山・千葉：　印度洋東部鮪漁場の海況並びにプランクトンの分布について・　水講研報

　　　　　Vll－1，　1．v17　（1957）

8、三重県立大学（赤塚孝三）：　水産学術資料第一号　（1）藍藻類（1952）

9）三重県立大学（赤塚孝三）：　水産学術資料第二号　（2）鞭藻類（1952）
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Table　1 Frequency　occurrence　of　each　plankton　species．
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